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院政は、子息に譲位するなどして天皇を退いた上皇(法 皇)が 、天皇の父ないし天皇家の家長 と
七 て実権を揮 う政治形態だが、同時に全国か ら寄進を受けた最大の荘園領主でもあり、政治的にも
社会的にも権門の頂点 に位置 していた。朝廷においては、人事権を掌握 して院近臣と呼ばれる側近
を国政機構に送り込み、彼 らを通 して自らの意思を国政に反映させていた。よって、政治構造とし







政官政」 と 「院政一 親政」の二重構造 というのが通説 となっている。
こうした研究状況を踏まえて、白河院政から鎌倉後期の院政までの、院政が実質的意味をもった
と考えられる時期全体を見通 した研究の必要性が唱え出されている。本論文 もかかる視角を継承 し、
専制的な院政(院政期)か ら制度化された院政(鎌 倉中 ・後期)へ の転換を明らかにするものであ
る』 これは、院政を一時期の権力体 としてのみならず、中世前期の公家社会においてとられた政治
形態ととらえ、さらに、それが公家集団の社会秩序を規定する体制 となったところまでを総合的に



















行事 との関連か ら論 じる。
まず、院の関わる行事において役を果たすのは院司だったことか ら、そうした行事の増加が院司
の増員を促 したという側面を発見 した。そ して、その運営責任者だったのが執事であり、 これまで
執事 との差異が曖昧だった年預は、院庁内部機関の経営責任者として執事を兼任 していたことが判
明した。行事運営をソフト面(知 識 ・先例)か ら支えていたのが執事で、年預 はハー ド面(物 資調
達 唖費用捻出)の押さえだったことになる。こうして遂行された院の関わる行事を媒介 として、院
政期、院は貴族の院司化を進め院政支配を浸透させていった。片や、貴族の立場に立っと、かかる







格となっていた。そ して、院政下の貴族の トップが就 くようになった執事を筆頭に、貴族たちは院
司を通 して院に編成されていた。それにともない、実務の面はやがて執権が担当す ることになる。
後嵯峨院政期の院の関わる行事をみると、執事一 執権一 奉行院司という命令系統で運営されて
いたことが知 られ、年預 は家政経営専門 となって物資の調達を請け負っていた。貴族たちが皆院司
だったこの時期、かかる行事はさまざまな役を通 した秩序確認の場であり、そうした院政系列の秩
序の形成を看取すると、院司はその秩序における一種の身分標識とみることができる。このような
変容 は、先行研究が指摘する院政の制度化 と並行 して進んだもので、両者があいまって天皇一 太
政官政的秩序 と並び立っ院政独 自の秩序体系が形成された。 これこそが中世前期公家社会の二重構
造の一方にあたるのである。






院政の代表的な発給文書 といえば院宣である。先行研究で言い尽 くされた感のあるこの素材 に、
「指示院宣」と 「通達院宣」という概念を導入 して機能論的検討を加えることで、専制的な院政の
意思を伝達 した時期(院 政期 ・平安末～鎌倉初)を 中心に新たな側面を見出そうと試みる章である。
「指示院宣」 は院の意向 ・命令を案件の担当者に伝える働きをし、院伝奏者(取 次の側近)が 奉
者(院 の仰せを受 けて実際に執事する者)に なって発せられ、 これを受けた担当者が当事者に下知
を伝えるという次の行為を産み出す。 これに対 し、「通達院宣」 は文字通 り院の裁許 ・決定を当事
者に通達する文書であり、命を受けた担当者が奉者 として発給する。図示すると 「院→伝奏者→A
→担当者→B→ 当事者」 となり、Aの 段階で発せ られるのが 「指示院宣」、Bの 段階で発給 される
のが 「通達院宣」である。数量的には 「通達院宣」が多いことから、通常の院の意思伝達にはこち
らが用いられたが、特に命令 ・決定を強調 したい場合(裁 許の逆転など)に 「指示院宣」が使用さ
れたと考えられる。 こうすることによって、直 ぐに院の命を受けた伝奏者が執事 した 「指示院宣」
を通 して、「院の命令 ・決定が確かに担当者を経て到来 したことを、当事者が目に見える形で確認で
きるという効果があった。
ところで、鎌倉幕府の創始者 ・源頼朝に対 して出された院宣には、直接頼朝に宛てられるものと
そうでないものがあった。頼朝 と後白河院 との間の伝達ルー トは、「院一 藤原定長(伝送者)一
吉田経房(関 東申次)一 頼朝」 となっていたことが指摘 されている。っまり、定長が経房に宛て
た院宣でも、実際は頼朝に対 して院の意思を伝える働 きをしたものがあったわけである。 これまで
はこの二種類の院宣があったといわれるだけで、なぜ二種類あったかまでは明らかでない。ここに、
本章の導入 した 「指示院宣」「通達院宣」という概念が生きて くる。というのは、院一 頼朝間の
伝達ルー トを見ると、前掲の院宣の発給過程 と重なってくるのである。すると、二種類の院宣 も
「指示院宣」と 「通達院宣」に分類できることになり、使い分けの事情 も同様にとらえ得る。また、
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頼朝関連案件は、他 と比較 して 「指示院宣」の比率が高いことが特徴で、それだけ院にとって自
分の意思を確実に強調 して伝えたい相手だったことになる。














の時期(後 白河院政期)に 神宮訴訟処理担当奉行 として設置された。構成は、上卿(公 卿)・ 弁





なくさまざまな禁忌の中で活動 しなければな らず、 日常生活にも多大な影響を及ぼした。・神事の神
聖さや稼れの観念などが大きな位置を占めていた公家社会にとっては、同じ人事や訴訟 といっても











第4章 中世前期の治天について一 朝観行幸を手掛か りに一
この章 は、天皇が主体 となる朝観行幸を手掛かりに、院が王権によって執 り行う行事を手中に収
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めていった様子を描いた。そ して、院に対する代始め意識の付与 とともに、譲位ではな く 「治天」













と呼ぶ)が 確立 した後鳥羽院政期である。それと入れ替わるかのように天皇の朝観行幸 は衰退 し、
明 らかに院の御幸始が年始秩序確認儀礼の機能を奪っている。 ということは、 こうした儀礼の主体
を院が奪取 したことにな り、ひいては、院が秩序の頂点たらんとした動 きとして評価できる。さら
に、天皇が行っていた代始め行幸(朝 期行幸 ・石清水八幡行幸 ・賀茂行幸)と 同じ行為、すなわち、





に異なって くる。これまでの院政研究では、専制君主としての院を 「治天の君」 と呼んでいるが、
史料上 「治天」という表現が現れるのは鎌倉中 ・後期であり、「治天」と称されるべきは制度化 さ
れた院政のもとでの院ということになる。そこで、専制君主としての院を 「治天の君」、制度化 さ
れた院政における院を 「治天」として区別することを提唱する。そ して、後鳥羽院が目指 した就 く

























とになる。院殿上人清撰 はその後定着 して、院政の制度的確立 とされる後嵯峨院政においても踏襲
された。ここに至り内昇殿制と並ぶ秩序体系としての院昇殿制が確立する。
その結果、院との人格的関係に基づいた院殿上人=主 従的構成 と、制度化の中で充実 していった
院司ポス ト=官僚的構成が成立 し、この二元的構成か らなる院政系列の秩序体系が出来上がったの
である。その頂点に座るのが、前章で示 した就 くべき地位 「治天」 となる。従来は、鎌倉中 ・後期
において も、院政期の専制君主=「 治天の君」の延長で、天皇家の家長あるいは院政の主導者 とし













となったが、家格的に見 ると基本的には受領(地 方官)ク ラスだった。 しかし、清盛の娘が天皇の
妃になり、それが天皇の側近武官である近衛中将 ・少将の官職を平氏にもたらした。その結果、近
衛官職を経て昇進する 「羽林家」の家格を獲得 し、 さらに清盛の子 ・重盛が近衛大将に任 じられ内
大臣まで昇り、近衛大将を帯びて大臣に至る 「清華家」 となった。だが、平氏は武力を家業とする
家であり、武家の棟梁という意味でこれを 「棟梁家」と設定する。
すると、鎌倉将軍家は平氏の獲得 した 「棟梁家」の後継と位置付けることができる。頼朝が任 じ
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られた権大納言 ・右大将 は既に平重盛が帯びていたうえ、頼朝の獲得 した諸国軍事警察権 もまた重
盛が得ていた。頼朝の子息たちの昇進 コースを見ると、やはり 「羽林家」か ら 「清華家」への上昇
を確認できる。 さらに、頼朝の娘 ・大姫を天皇家に嫁がせようとしたこと、実朝が後鳥羽院の外戚 ・





り払い、王朝社会の秩序を受容 した勢力という位置付 けで見直してみる価値 はある。
そういう目で見ると、王朝官職を求めた御家人たちを、鎌倉将軍を核 とした家格上昇勢力とでき
る。これに対 し、後鳥羽院の取り巻きには、院権力を軸に家門の上昇ないし確立を目指す一団がい













また、「治天」への転換は、天皇が保持 していた王権の一部を、院が奪取す ることを通 して進ん
だ。それが、院政系列の頂点に座る就 くべき地位 「治天」の成立へとっながった。そして、天皇一
一太政官機構側の秩序とともに、中世前期公家社会の二重構造を形成 していた。これは、専制的な
院政期 とは明らかに違 った姿の院政である。そこで、この時期の院政を 「治天」による 「治天制」
と呼んで区別 し、序章で紹介 した 「院政 親政」という従来のいい方を、「治天政」で くくるこ
とを提唱す る。
治天の君による院政から治天による治天政へ、 これが中世的院政への転換であった。r




























度の、時期を定めない行事に駿小化する。 これに対 し院は、'年頭に女院を含めた自己の尊属に対 し
御幸始を行なうようになり、これが朝観行幸に代 って諸貴族を率いての秩序表示儀礼となる。また
朝観と併せて石清水 ・賀茂行幸 という天皇の代始行事 も院が行なうようになる。これ らの行事を行
なう院は、単なる専制的実権者ではなく、「治天」 という制度化 された院政の主権者 とな ったので
ある。学説史上多用 されている 「治天の君」 という概念は、史料上の表現に基づかない曖昧な概念
に過ぎない。院政の主権者の立場が 「治天」 と呼ばれる政治上の地位 として史料の上に認められる
のは、後嵯峨院政以降のことであり、「治天の君」か ら 「治天」への転換、即 ち院政の制度化の大
きな画期が後鳥羽院政にあったと論 じている。
第5章 「院政と昇殿制」では、内裏への内昇殿制に対 して、院御所への昇殿制が優越 して行 く過









には 「就 くべき地位」 としての 「治天」の成立を見 るに至 ったとの結論を述べる。
専制的院政か ら制度化された院政へという歴史の過程を 「治天政」の成立 として把握 した点は優
れた成果であり、院政の制度化の画期を後鳥羽院政に見 る論点 と共に、その論述は十分な説得力を
有する。
論者は、平安 ・鎌倉時代の膨大且っ多様な古記録を綿密に分析 して研究を進めてお り、その史料
解釈は信頼するに足り、随所に新見解の提示をみるのであって、その研究成果は従来の研究を明 ら
かに進展せ しめたものであり、斯界の学問的発展に寄与するところ少なくない。
よって、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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